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要約：本研究では，課題分析図に基づく事前・事後テストモジュールをMoodleで実装す

るための設計を行った．課題分析図の構造データを利用してテスト問題の出題順を工夫

することで，学習者の習熟度評価を効率的に行えるようにした．  
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１．はじめに 

e ラーニングの成功のためには，学習内容の選択，

学習方法の選択，進捗管理（自己評価）といった自

己主導学習スキルが必要になる（1）． 
筆者らはとくに学習内容の選択と進捗管理の支

援を目的に，インストラクショナルデザインにおけ

る学習課題分析に基づくeラーニングシステムのプ

ロトタイプを開発した（2）．さらに，プロトタイプで

有用性が示唆された学習内容選択ツールをモジュ

ール化し，オープンソース LMS（Learning 
Management System）として普及しているMoodle
に実装した（3）（4）． 
本研究では，プロトタイプに実装していた課題分

析図に基づく事前・事後テストモジュールを

Moodle に移植し，有用性を検証することを最終的

な目的として，基本設計を行った． 
 
２．学習課題分析 

学習課題分析とは，教材のゴールとして設定した

学習目標を修得するために必要な要素とその関係

を明らかにする方法である（5）．分析結果を図示した

ものを課題分析図と呼ぶ．学習課題の種類に応じた

分析手法があるが，本研究においては「知的技能」

を対象とし，「階層分析」に基づく課題分析図を用

いることとした．例として「いろいろな大きさの整

数の引き算ができる」という知的技能の学習階層図

を図 1 に示す．教授者による分析過程では，最終的

に達成するべき学習目標を最上位に置き「前提条件

となる学習目標は何か」を問いながら下位の学習目

標を記述していく．したがって学習者が学習する際

には，下位から上位へ向かって学習することとなる． 

図 1 学習階層図の例「引き算」 
（鈴木 2002 p.65 を一部改変） 

 
３．Moodle の小テストモジュール 

Moodle には，標準で多機能な小テストモジュー

ルが実装されている（6）．問題の種類は，計算問題，

多肢選択問題，記述問題など多様である．問題には

画像や音声・映像などを含めることもできる． 
また，カテゴリを作成し，問題をグループ化して

管理することができる．カテゴリごとにランダムに
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 数問出題する小テストを作成することもできる． 
小テストの画面は，イントロダクション，出題，

レビューで構成される．出題画面では１画面に数十

問の問題を表示することも，１画面に１問だけを表

示することもできる． 
 

４．事前・事後テストの設計 

本研究では，Moodle の小テストモジュールをカ

スタマイズし，課題分析図に基づく事前・事後テス

トモジュールを開発する．事前・事後テストモジュ

ールは，標準仕様に合わせてイントロダクション，

出題，レビューの 3 画面で構成することとした． 
（１）テスト問題の準備 

課題分析図の 1 つ 1 つの学習項目を，Moodle の

小テストモジュールの「カテゴリ」に対応させる．

たとえば図 1 の課題分析図に基づく場合，コースの

問題カテゴリは 7 つ用意することになる．各カテゴ

リにはあらかじめ多めに問題を登録しておく． 
（２）イントロダクション画面 

学習者がコースのトップページから事前または

事後テストモジュールを選択すると，イントロダク

ション画面が表示される．イントロダクション画面

には，デフォルトの機能を用いて課題分関図とテス

トの説明文を表示する(3)．学習者が説明文の下にあ

る“問題を受験する”というボタンをクリックする

と，出題画面が表示される． 
（３）出題画面 

出題画面では，問題は 1 問ずつ出題する．学習者

の回答結果に応じて，次に出題する問題が変わる． 
正確な評価を目指すならば，すべてのカテゴリか

らすべての問題を出題するのが望ましいが，問題数

が増えると学習者の負担が大きい．本研究ではなる

べく少ない問題数で未修得の学習内容をおおまか

に把握することを目的にする．そのために課題分析

図の構造データに基づいてシステムが出題カテゴ

リを選択し，選択したカテゴリ内からランダムに 1
問を選択・出題することとした． 
なお，プロトタイプシステムと同様に，テストの

特性を考慮し，事前テストと事後テストでは出題ア

ルゴリズムを変えた（2）．事前テストでは「図の中心

に位置し，上下に多くの学習項目をもつ度合い」が

高い学習項目の問題から順に出題する．問題に正解

した場合，選択した項目の下位項目はすべて修得，

不正解の場合は選択した要素の上位項目はすべて

未修得と判定する．一度判定された項目の問題は出

題しない．全ての学習項目が判定済みの状態となっ

た場合に終了する． 
事後テストでは，最初に課題分析図の最も上位の

学習項目に属する問題を出題し，不合格だった場合

は順に下位の学習項目に属する問題を出題する．上

位の学習項目に属する問題に合格した時点で，下位

の学習項目に属する問題は出題しない．出題できる

学習項目がなくなったらテスト終了とする． 
（４）レビュー画面 

テスト後は，テスト結果と結果によって色分けさ

れた課題分析図を表示する．Moodle の標準仕様で

は，テスト後に一旦コーストップページに移動しな

ければ次の学習活動に移れないが，課題分析図内の

学習項目をクリックすることで，その項目に属する

学習コンテンツを表示させることとした． 
 
５．おわりに 

本研究では，課題分析図に基づく事前・事後テス

トモジュールをMoodle で実装する際の基本設計を

行った．今後，開発を経て有用性を評価したい． 
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